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研究成果の概要（和文）：　貧困、孤立、自殺、児童虐待、いじめなど、現代日本における国民とりわけ子ども
の生活と発達をめぐる課題の解決は、教育と社会福祉の連携を不可欠としている。しかし、両者は制度的にも、
また、基本理念や実践方法論においても、それぞれ独自の体系をもっており、課題解決のための総合的な取り組
みには多くの困難がある。
　本研究は、教育と社会福祉の両分野の研究者の連携により、具体的な諸課題の解決のために「教育福祉」とい
う統一的な概念を設定し、その基本理念および実践方法論を探究してきた。また、その目的を達成するために最
も適切な領域としてスクールソーシャルワークに着目し、教職員研修プログラムを実践的に構築した。

研究成果の概要（英文）：　The collaboration between education and social welfare is indispensable to
 solve the problems on lives and human development of people especially children in modern Japan, 
such as poverty, isolation, suicide, child abuse, bullying and so on. However, it has many 
difficulties for solving problems by the holistic approach, because of each separate systems and 
principles and also practical methods.
  On this study, we set a unified concept of ‘Education Welfare’ to solve specific challenges 
through collaboration among researchers in the fields of education and social welfare, and have been
 exploring its basic philosophy and practical methodology. Then we note the school social work as 
the most appropriate area to achieve our purpose, and built practically the teacher training 
program.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　研究期間中には、教育学と社会福祉学の両分野による共同研究を、定期的および適宜開催し、諸課題に対する
各分野における研究的および実践的なアプローチについて共通理解を形成しつつ、「教育福祉」の理論化に挑戦
した。
　また、スクールソーシャルワーク教職員研修の実施により、教職員が、配置が進みつつあるスクールソーシャ
ルワーカーとの協働によって課題解決するための基礎的な視点、知識・技術を習得することに貢献するととも
に、研修プログラムを開発することができた。同プログラムは公刊予定であり、広く活用される可能性がある。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
貧困・格差が拡大し、子ども、障害児者、高齢者、ひとり親等の社会的弱者の排除や孤立化等
に伴う諸課題が進行しつつある中で、人間の尊厳と発達の観点から、課題解決に取り組む諸分
野とりわけ教育と社会福祉分野における総合的な実践的指針が求められていた。 
 
２．研究の目的 
教育(学)が追究する「発達」概念と社会福祉(学)の基盤である「人間の尊厳」を統一的にとらえ
る視点として「教育福祉」の概念の構築とその理論化を探究しつつ、地域における文化、芸術、
スポーツ分野を含む実践的な支援システムの開発を目的とした。 
 
３．研究の方法 
教育学分野と社会福祉学分野の研究者の共同研究により、諸課題に取り組むための基本理念、
援助方法の共有化をはかるとともに、具体的かつ象徴的な実践領域であるスクールソーシャル
ワークに着目し、子どものウェルビーイングをめざす支援専門職の協働および教職員研修プロ
グラムの開発を進めた。 
 
４．研究成果 
本研究で得られた知見を基盤として、各共同研究者がそれぞれの分野における研究を発展させ
ることができた。また共同研究の具体的の成果として、スクールソーシャルワーク教職員研修
のプログラムの開発の一環として教材集を作成し愛知県および県内各自治体の教育委員会に配
付して教職員研修の促進に寄与することができた。 
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